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第 2章 計画の概要 

 

 

1 計画の性格 

 

・この計画は、平成 27 年 3 月に策定した第６期東郷町高齢者福祉計画の目標の達成状況

等を検証し、その成果と問題点を客観的に分析・評価するとともに、地域住民や関係団

体等の意見も考慮し、本町の地域性を踏まえ、制度改革等に対応した計画として策定す

るものです。 

・この計画は、老人福祉法に基づく「老人福祉計画」と、介護保険法に基づく「介護保険

事業計画」を一体的に策定することで、高齢者福祉及び介護保険のサービスを総合的に

展開することを目指すものです。 

・この計画では、本町が実施する高齢者福祉、介護保険の各事業の実施目標を定めていま

す。 

 

２ 計画の期間 

 

この計画は、平成 30 年度から平成 32 年度までを計画期間とする３か年計画とします。

なお、介護保険料の改定、高齢者の生活実態・意向や社会情勢の変化に対応するため、こ

の計画は３か年ごとに見直し改訂するものとします。 

 

３ 計画の基本理念 

 

A案「いつまでも住み続けられる 支えあいのまちづくり」 

B案「いつまでも住み続けたい 支え合いのまち とうごう」 

Ｃ案「支えあう いつまでも住み続けたいまち とうごう」 
 

高齢社会の一層の進展に伴い、要介護認定者が増加を続ける中で、本町では、第６期東

郷町高齢者福祉計画において「高齢者のより良い暮らしを地域で支えるまちづくり」を基

本理念として掲げ、高齢者施策を推進してきました。 

これは、高齢者の生活の質の向上をより幅広い概念で考える必要があること及び介護の

問題を各家庭だけの問題にせず地域全体で支え合っていくことで、高齢者のより良い暮ら

し、つまり生活の質の向上を目指したものです。 

第７期東郷町高齢者福祉計画においては、高齢者が住み慣れた地域で様々な支援を受け
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たり、自分のできる範囲で地域の役割を担うなど、支え合いのまちづくりを進め、いつま

でも住み続けられるまちづくりを目指していきます。 

 

４ 計画の目標と体系 

 

計画の基本理念の実現に向けて、以下の３点を計画の柱・基本目標として掲げます。 
 

基本目標１ 支え合う地域づくりと環境 

基本目標２ 自立した生活と介護予防 

基本目標３ 安心して利用できる介護サービスの整備 
 

「基本目標１では、高齢者が住み慣れた地域で安全に生活するために、相談や防犯・防

災などの体制を整備するとともに、住民の参加による支え合いの地域づくりを進めます。 
 

「基本目標２」では、介護予防の概念が、「心身の機能向上」から生きがいづくり、社会

参加も含むことと変わってきたことから、生きがいづくりや社会参加をはじめ在宅生活を

支える支援を充実するとともに、住み慣れた地域で暮らし続けられる支援を充実します。 
 

「基本目標３」では、万が一介護が必要な状態になっても安心して介護サービスを利用

できるよう、医療と介護の連携や多職種連携を強化するとともに、介護サービスの適正化、

介護者や介護の担い手への支援等により、介護サービスを安心して利用できる環境づくり

を進めます。 

 

 

 

 

基本目標１ 

支え合う地域づくりと環境 

基本目標２ 

自立した生活と介護予防 

基本目標３ 

安心して利用できる 

介護サービスの整備 

①安心して暮らすための相談体制、情報提供 

②防犯と防災、安心できる生活 

③支え合いの体制づくり 

④認知症への正しい理解と啓発 

⑤住民への周知啓発 

①在宅生活を支える福祉サービス 

②生きがい、社会参加活動 

③介護予防事業及び普及啓発 

④自立した生活を支えるために 

⑤支援が必要になっても在宅生活を安心して

続けるために 

①医療と介護の連携強化 

②認知症対応サービスの充実 

③高齢者の権利擁護 

④家族介護支援 

⑤介護職員の人材育成 

⑥介護サービスの適正化 

⑦ニーズに応じたサービス提供体制の構築 


